
医
療
は
就
学
前
ま
で
無
料
に

﹇
福
田
明
議
員
﹈
08
年
度
の
市

予
算
案
は
、
昨
年
度
の
予
算
と

比
べ
て
も
、
市
民
施
策
の
実
現

の
た
め
に
、
需
要
費
や
負
担
金
・

補
助
金
等
々
に
つ
い
て
千
円
単

位
で
見
直
し
て
、
そ
の
財
源
確

保
に
つ
く
し
た
跡
が
見
え
る
予

算
で
あ
り
、
そ
の
点
は
率
直
に

評
価
し
た
い
。
今
年
度
予
算
の

特
徴
は
何
か
。

﹇
豊
田
市
長
﹈
端
的
に
言
う
と
、

福
祉
と
教
育
を
重
点
に
し
た
予

算
。
議
員
さ
ん
が
提
案
し
た
数
々

の
予
算
を
計
上
し
た
。

﹇
福
田
﹈
３
才
未
満
児
の
医
療

費
の
無
料
化
の
実
現
は
う
れ
し

い
が
、
県
内
の
状
況
を
み
る
と
、

小
学
校
就
学
前
ま
で
の
無
料
化

が
大
き
な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。

毎
年
、
年
齢
を
引
き
上
げ
て
、

市
長
の
任
期
中
に
は
就
学
前
ま

で
無
料
に
す
べ
き
。

﹇
市
長
﹈
毎
年
少
し
ず
つ
引
き

上
げ
る
よ
り
も
、
来
年
以
降
も

議
員
と
丁
々
発
止
し
な
が
ら
就

学
前
ま
で
の
無
料
化
が
必
要
と

認
識
で
き
れ
ば
、
そ
の
時
、
一

気
に
実
行
し
た
い
。

な
じ
ま
な
い
人
事
評
価
制
度

﹇
福
田
﹈
市
長
は
、
能
力
・
実

績
主
義
に
基
づ
く
人
事
評
価
制

度
の
試
行
を
本
年
度
か
ら
実
施

す
る
と
述
べ
て
い
る
。
す
で
に

導
入
し
て
い
る
各
市
の
事
例
で

は
、
職
員
の
目
線
が
市
民
に
で

は
な
く
、
自
分
を
評
価
す
る
上

司
に
向
き
、
う
つ
病
な
ど
も
増

え
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
る
。

本
来
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
を
第
一

義
の
任
務
と
す
る
公
務
員
に
は

な
じ
ま
な
い
制
度
だ
と
考
え
る
。

﹇
市
長
公
室
長
﹈
人
が
人
を
評

価
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
公
務

サ
ー
ビ
ス
の
う
え
で
難
し
い
点

も
あ
り
、
公
正
・
透
明
性
の
あ

る
制
度
と
し
て
い
き
た
い
。
数

年
間
の
試
行
で
改
良
を
重
ね
、

本
格
導
入
に
移
行
し
た
い
。

公
立
病
院
改
革
プ
ラ
ン

﹇
福
田
﹈
市
立
総
合
病
院
は
、

総
務
省
が
示
し
た
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
基
づ
き
「
公
立
病
院
改
革

プ
ラ
ン
」
を
08
年
度
内
に
策
定

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か

し
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
財
政
の
み

で
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
住
民
に

と
っ
て
自
治
体
病
院
が
ど
う
あ

る
べ
き
か
の
観
点
が
極
め
て
弱

い
。
同
プ
ラ
ン
策
定
に
当
た
っ

て
は
、
地
域
の
中
核
病
院
と
し

て
の
役
割
を
担
う
よ
う
充
実
さ

せ
る
こ
と
を
求
め
る
。

﹇
病
院
事
務
部
長
﹈
公
立
病
院

の
果
た
す
べ
き
役
割
は
、
①
山

間
へ
き
地
へ
の
医
療
提
供
、
②

緊
急
・
小
児
・
周
産
期
等
の
不

採
算
部
門
の
医
療
提
供
を
県
北

地
方
の
中
核
病
院
と
し
て
担
っ

て
い
る
点
で
あ
る
。
基
本
的
に

は
現
在
の
公
設
公
営
で
存
続
で

き
る
よ
う
に
「
改
革
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
た
い
。

高
齢
者
医
療
で
免
除
制
度
を

﹇
福
田
﹈
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
つ
い
て
は
、
内
容
が
知
ら

れ
る
ほ
ど
反
対
の
意
見
が
相
次

ぐ
。
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
点
が
あ

る
が
、
特
に
低
所
得
者
対
策
の

充
実
が
必
要
。
年
金
月
額
１
万

５
０
０
０
円
以
下
の
方
は
市
内

に
約
５
０
０
人
い
る
が
、
保
険

料
は
減
免
さ
れ
て
も
年
１
万
１

２
０
０
円
に
な
る
。
免
除
制
度

を
国
・
県
が
や
ら
な
い
現
状
で

は
市
独
自
で
免
除
制
度
を
つ
く

る
べ
き
。
財
政
的
に
は
約
６
０

０
万
円
で
で
き
る
。

﹇
市
長
﹈
低
所
得
者
に
配
慮
し

た
い
が
、
財
源
不
足
と
い
う
こ

と
も
あ
る
。
そ
こ
で
40
才
以
上

の
市
民
を
対
象
に
し
た
特
定
検

診
に
つ
い
て
は
後
期
高
齢
者
も

含
め
て
個
人
負
担(

千
円)

を
な

く
す
こ
と
を
考
え
て
い
る
。

県
内
一
高
い
国
保
税

﹇
福
田
﹈
後
期
高
齢
者
医
療
制

度
に
と
も
な
う
国
保
財
政
へ
の

影
響
は
基
本
的
に
な
い
は
ず
で
、

大
幅
引
上
げ
の
理
由
に
な
ら
な

い
。
私
自
身
の
例
で
税
額
を
試

算
し
て
み
る
と
下
表
の
と
お
り

で
、
高
萩
市
よ
り
６
万
６
千
円
、

日
立
市
よ
り
も
18
万
５
千
円
も

高
く
な
る
。
県
内
で
最
も
高
い

税
率
で
は
な
い
か
。

﹇
市
民
福
祉
部
長
﹈
後
期
高
齢

者
医
療
制
度
の
開
始
に
伴
い
税

率
改
正
を
す
る
も
の
で
あ
り
、

当
市
は
県
内
で
も
１
人
当
た
り

の
医
療
費
が
高
い
の
で
高
い
税

率
に
な
っ
て
い
る
。

「
健
康
都
市
宣
言
」を

﹇
福
田
﹈
本
市
に
は
県
内
の
他

市
に
な
い
市
立
病
院
が
あ
り
、『
健

康
都
市
』
を
宣
言
し
て
、
健
診

の
受
診
率
の
向
上
や
モ
デ
ル
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
コ
ー
ス
を
つ
く
る
な
ど
、

健
康
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
し
た
ま

ち
づ
く
り
を
提
案
し
た
い
。

﹇
市
長
﹈
慎
重
に
審
議
し
な
が

ら
検
討
し
た
い
。
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所得割 資産割
均等割
(1人当り)

平等割
(世帯当り) 国保税額

北茨城市 12.1% 54.7% 37000円 29000円 59万9902円

高萩市 10.43% 60.42% 37300円 27600円 53万3945円

日立市 8.31% 36.27% 24200円 25900円 41万5226円

(所得399万円、資産25,800円、夫婦2人家族のばあい)

「憲法九条を捨ててしまってはもったいない」と訴え

る米国の詩人、アーサービナードさんの講演会が３月16

日、笠間市で開かれました。主催は「九条の会・笠間」。

水爆実験の犠牲になったことで知られる「第五福竜丸」

について、これを不運な被害者にとどめて歴史のかなた

に忘れさせてしまおうというのが産軍複合体の思惑だが、

じつはあの船と乗組員の漁民は、米軍とのたたかいに勝っ

て最高機密をあばき、“核の冬”を引き起こさせない世

界の運動を導いた英雄だと教えられました。

３
月
10
日
に
お
こ
な
っ
た
福
田
明
市
議
の
一
般
質
問
の
ハ
イ
ラ

イ
ト
部
分
を
報
告
し
ま
す
。


